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1．は じめ に

　我 々 の 日常生活 におい て 、 色 は有効な情報手

段で ある 。 しか しなが ら、その 情報手段で ある

色の見えや 、色判断の能力は、照度条件に よ っ

て異な る 。 本実験では 、 明るい場所か ら暗い場

所へ の急な移動や停電な どの場合に生 じる急激

な照度 レベ ル 変化 と 、 それに引き続 く暗順応の

進行過程に おける色判断能力の 変化を調 べ た 。

2 ．実験

　実験は照度を自由に変 化させ る こ と の で きる

ブース 内で行 っ た 。 実験 ブース の 様子を図 1 に

示す。ブ ー
ス 内の 照度 は薄明視の 下限近 くで あ

る 0．3 】x に設定 した 。 前順応光は 8000cd ！rn2 に

設定 した 。 これは 25000b の 照度の下で 白色の

表面を見た場合の 輝度に 相当す る 。

　使用 した色 は 9 種類で あ り、 実験で 使用 した

色名 とその マ ン セ ル記号を表 1 に示す 。 これ ら

は明るい 所で見た場合 、 表に示 され た色名か ら

容易に 同定 で きるもの で ある。色刺激の 大 きさ

は 、 5   × 5 （m 視角で 約 4
°

で ある 。 テス ト刺

激の 周 りには周辺刺激 と して 8 枚の色刺激を置

い て ある。

　また本実験にお い て調 べ る の は 、色の 見えで

はな く、 あ る色 をそ の色 と して 判断す る能力で

ある 。

実験手順

　被験者は 、 まず 1分間前順応す る 。 次 に前順応

光を消 し 、 そ の 時点を 0 秒 として 、 180 秒後

まで 、シ ャ ッ タ
ー

が ユ4 回、 3秒間ずつ 開 く。

シ ャ ッ ターが 開 くと 、 被験者 はテ ス ト色票を観

察 し、
9 色の うち何色の 色票で あっ たか をこ た

える 。

　 9色あるため 、 こ の 手順を 9 回行い 、
14 試行

x9 回で 126 試行、これを 1 セ ッ シ ョ ン とす

る。 被験者は 4 人で 1人 にっ き 10 セ ッ シ ョ ン

行 っ た。

呈示する色票は試行毎 に ラ ン ダム に して あ る 。

補足実験

　全実験セ ッ シ ョ ン終了後、補足実験 と して 0，3
エx に 30 分間暗順応 した状態で の 色判断の 能力

を調べ た 。 被験者 は前の実験 と同
一

の被験者で

ある。被験者は 30 分間暗順応を し 、 そ の 後同

じよ うに シ ャ ッ ターが 3 秒間ずつ 開い て何色の

色票で あ っ たかを答える 。 各 々 の色票に対 し 1
0 回ず っ 行 っ た 。

表 1使用 した 色名 と色票の マ ン セル 記号

色 名 マ ン セ ル 記 号

赤 5R4 ／14

橙 5YR7 ／14

黄 5Y8 ／14

黄緑 5GY7 ／10

緑 5G4 ／10

青緑 7．5BG4 ／8

青 10B4 ／10

紫 7．5P4 ／10

灰 N4，　N6
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3 ．結果 と考察

　実験の 結 果を図 2 、 図 3 、 図 4 に示す 。

　図 2、図 3 は、被験者全員 の 結果を平均 し、

全ての 色 に つ いて 重ねて 書い たグラ フ で あ る 。

図 2の グラ フ の横軸は 暗順応開始か らの 時間を

とり、 縦軸には 、 色票を誤認 した場合 と色票 臼

体が見えなか っ た場合を合わせ た エ ラ
ー

の 発生

率を示 して い る 。 図 3の グラフは色票が見え な

か っ た試行 の 発生 率で ある 。

　図 2 エ ラー率 グラ フ よ り、は じめ の 20 秒 間

は 、 どの 色 につ い て もほ とん ど間違えて い るこ

とが分か る 。 黄色 とオ レ ン ジ色 は約 40 秒まで

に、紫、黄緑、赤色は 、約 60 秒 まで に エ ラ
ー

率は下が っ て い る 。 青 、 緑 、 青緑色 に つ い て は 、

時間が経 っ て も間違え る傾 向に ある 。

　図 3見えない 率グラ フ よ り、黄、黄緑、オ レ

ン ジ色が 早 くか ら見えて い るが 、 こ れ らは明度

が高い ため早 く見 えた と思われ 、 色票が見え る

か どうかは 、 明度 に関係 して い ると思われる。

　図 4 は、ある色票 に つ い て被験者が答え た色

の散 らば りとそ の 度合い を示 して い る 。 白抜 き

の 丸は正 解を 、 黒丸は 間違い を示 し、 丸の 大 き

さ で その 度合い を示 して い る。これ らは、赤 と

青に つ いて の グラ フ で ある 。 これ らか ら、 赤 に

つ い ては 約 60 秒後 まで は紫 と の 混 同がかな り

あり、 注意が必要 と思 われ る 。

　今回採用 した青 、 青緑 、 緑の 色票につ い て は 、

互い に混同 しやす く 3色間の 判別は 難 しい と思

われ る 。

　補足実験の 結果 を図 2 の 右端 に示す。 黄緑 と

青緑の 色票の よ うに、30分暗順応 した状態の方

が 3分後に比べ て エ ラ
ー
率が 上 が っ て い る もの

があ る 。 内観と して も、被験者全員か ら色の 識

別がよ り難 しくな っ た との 報告があ っ た 。 これ

は 、 桿体の 働きに 関係があ るの で はないか と思

われ る。

　今回は、普段か ら慣れ親しみ 、 名前か ら想像

しやすい と思われ る色を 8色用 い たが 、 選ぷ色

票の 数や種類を変 えた り、 また設定す る照度を

変え るこ とに よ っ て 、 結果 も変わ るこ とが予想

され る 。

　ま とめ と して 、 明るい ところで は容易 に識別

で き る色で あ っ て も急激に照度 レベ ル が変化 し

た場合 には 、 色 に よ っ て 色判断の 能力が異な る

とい うこ とが言え る 。 安全性 に 関わ る場合な ど

注意 が必要で あ ろ う。

謹緊 ζ   ＿
．

拠蓁鍵 髪ご
OQ

鴎

G

0　　 2Q　 　 40　 　 6D　　 80　 　 100　　 12〔｝　　 140　　 160　 　 i80　 　 1800

　 　 　 　 　 　 　 時間 （秒）

図 2 エ ラー率 グラ フ
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図 4 回答色グラ フ
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